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ごあいさつ
このたびは小型無停電電源装置（UPS）をお買い求めいただき誠にありがとうございます。本装置
は自然災害や不慮の事故、工事による停電などの電源問題からコンピュータやネットワークシステ
ムなどの電子機器を守るための装置です。
お客様の大切な情報を守るUPSを安全にお使いいただくために、ご使用前に「取扱説明書」を最後
までお読みください。特に、設置方法やバッテリの取り扱いを誤ると、火災やケガなどの原因となる
ことがあり大変危険です。安全上の注意事項は必ずお守りのうえ、正しくご使用ください。またお読
みになった後は、いつでもご覧になれる場所に本書を大切に保管してください。

ご 注 意
①　本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。
②　本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。
③　本書の内容について万全を期して作成いたしましたが、万が一ご不審な点や誤り、記載もれな
どお気づきの点がございましたら、お求めの販売店にご連絡ください。

④　運用した結果の影響については③項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。
⑤　装置の使用上限温度は40℃です。
⑥　バッテリ交換の際は、お求めの販売店にご連絡ください。
⑦　プラグは、壁コンセントに容易に着脱可能です。
⑧　電子計算機/データ処理機器のプロテクションのための標準 ANSI/NFPA 75 に定義される
ようなコンピュータ室では使用しないでください。
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電波障害自主規制

ＶＣＣＩ
　この装置は、クラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的として
いますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起
こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。

VCCI-B　

FCC Part 15
NOTE : This equipment has been tested and found to comply with the limits for a 
Class B digital device, pursuant to part 15 of the FCC Rules.There limits are 
designed to provide reasonable protection against harmful interference in a 
residential installation. This equipment generated, uses, and can radiate radio 
frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, 
may cause harmful interference to radio communications. However, there is no 
guarantee that interference will not occur in a particular installation. If this 
equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which 
can be determined by turning the equipment off and on, the user is encouraged to 
try to correct the interference by one or more of the following measures :
　-　Reorient or relocate the receiving antenna
　-　Increase the separation between the equipment and receiver.
　-　Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which 
　　 the receiver is connected.
　-　Consult the dealer or an experienced radio/TV technician help.

EN62040-2
WARNING : This is a category C2 UPS product. In a residential environment, this 
product may cause radio interference, in which case the user may be required to 
take additional measures.
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梱包内容の確認

まず、梱包箱を開けて梱包内容を確認してください。不足しているものがありましたら、お求めの販
売店までご連絡ください。UPSには以下の容量があります。

UPS  梱包品
UPS本体  1台
USB通信ケーブル 1本
取扱説明書（保証書添付） 1冊
3P-2P変換プラグ 1個
ゴム足（横置き用） 4個

品　番
UPS-500UX
UPS-750UX

容　量
500VA
750VA
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安全にお使いいただくために
１　安全上のご注意

本装置および本書には、お客様への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本装置を安全にご使用い
ただくために、守っていただきたい事項を示しています。ご使用前に本書をよくお読みの上、正しく
お使いください。本書は、必要なときにすぐ参照できるよう、お手元に保管してください。

●　安全上の注意事項の表示と意味
本書では、安全上の注意事項のランクを「危険」、「警告」、「注意」として区別してあります。

なお、注意に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。
いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

回避しないと、死亡または重傷を招く差し迫った危険な状況を示す。

回避しないと、死亡または重傷を招くおそれがある危険な状況を
示す。

回避しないと、軽傷または中程度の傷害を招くおそれがある危険
な状況および物的損害のみの発生するおそれがある場合を示す。

危険

警告

注意
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このシンボルは、バッテリをごみとして廃棄せず、リサイクルさせることを示しています。
この製品は、シール型鉛蓄電池を搭載していますので、適切にこれを処分しなければな
りません。 詳しくは、お求めの販売店にご連絡ください。

●　安全上の注意事項の表示と意味

Pb
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２　「警告ラベル」の内容と表示位置

UPS-500UX（500VAモデル）
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UPS-750UX（750VAモデル）
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３　使用上のご注意

安全対策
本装置を安全に正しく使用していただくために、ここで説明する注意事項を必ずお読みください。注
意事項を無視した取扱いを行うと、装置が故障するばかりでなく、死亡・けが・やけど・感電などの人
体事故、火災・周囲の機器の損傷を引き起こす原因となることがあります。

小型無停電電源装置の使用範囲
本装置は、一般的な事務室などの環境における使用を想定した小型無停電電源装置として開発さ
れたものです。高度な安全性や信頼性が必要とされ、または機器の故障、誤動作、不具合が人への
生命、身体や財産等に損害を及ぼす恐れがあり、もしくは社会的に甚大な影響を与える恐れのある
以下の用途（以下“ハイセイフティ用途”）への適合性、性能発揮、品質を保証するものではありませ
ん。装置動作範囲、条件を越え、またはハイセイフティ用途に使用されたことにより発生した損害等
については、その責任を負いかねますのでご了承願います。
①航空、宇宙機器
②輸送用機器（自動車、電車、船舶等）
③医療用機器
④発電制御用機器
⑤原子力関係機器
⑥海底機器
⑦交通機関制御機器
⑧公共性の高い情報処理機器
⑨軍事用機器
⑩電熱用品、燃焼機器
⑪防災、防犯機器
⑫各種安全装置
⑬交流電源を半波整流し直流に変換して使用する装置（ヒーターの温度制御装置等）
⑭その他ハイセイフティ用途と認められる用途
なお、上記負荷設備へのご使用に該当する場合は、事前にご相談ください。人の安全に関与し、公共
の機能維持に重大な影響を及ぼす装置などについては、システムの多重化など、運用、維持、管理に
ついて特別な配慮が必要になります。
本装置は、日本国内仕様品です。国外での使用については、別途ご相談ください。
日本国内仕様品を国外で使用すると、電圧、使用環境が異なり、発煙、発火の原因になることがあり
ます。

日常行う点検について
本装置を安全にご使用頂くために、以下の事項の点検をお願い致します。
・　保守スペースが確保されていますか？
・　異常音がありませんか？
・　FANの回転音が異常に大きくありませんか？
・　異臭がしませんか？
・　筐体の表面温度が異常に高くありませんか？
・　前面の吸気口と裏面の排気口にほこりがたまっていませんか？または、物を置いていませんか？
・　装置上部に物を置いていませんか？
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本装置の潜在リスクについて
潜在リスクとは、ここでは本装置の性格上考えられる人体／生命への影響のことをいいます。
本装置には、次のようなリスクが考えられます。
・感電事故
・短絡（ショート）事故や、発熱による火災

装置から放射される電磁波の影響
本装置に限らず一般的なコンピュータなどは、その動作原理により装置から電磁波を放射します。
現在の技術では、装置から放射される電磁波を完全に取り去ることはできません。特に電波による
リモートコントロールを行っている機械の近くで本装置を使用した場合、機器の誤動作の原因とな
る場合があります。このような機器のそばで本装置をお使いになる場合は、電磁シールドなどの対
策を講ずる必要があります。

使用上、取り扱い上の注意事項
本書をよくお読みになり、誤った使用をしないようにしてください。また、「危ない」と感じられたとき
は本装置を完全に停止させるために、フロントパネルのPOWERスイッチ　　をOFFにし、出力を
止めてから入力電源ケーブルのプラグをコンセントから抜いてください。POWERスイッチ　　を
OFFにせず出力を停止しないまま入力電源ケーブルを抜きますと、停電と同じバッテリ運転状態と
なり、本装置を完全に停止できません。その場合はフロントパネルのPOWERスイッチ　　をOFF
にして本装置を完全に停止させてください。
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４ 　メンテナンスに関する注意事項

バッテリの交換およびリサイクルについて
本装置には短時間の停電などに対応するため、バッテリを使用しています。
バッテリには鉛および希硫酸（うすめた硫酸）を使用していますので、以下の内容について十分注意
してください。
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５　その他の注意事項

本装置の譲渡または売却時の注意について
本装置を第三者に譲渡または売却する場合は、本装置に添付されている全てのものを譲渡または
売却してください。

本装置の保証について
本取扱説明書には「保証書」が添付されています。「保証書」は販売店で所定事項を記入してお渡しし
ますので、記載内容を確認の上、大切に保管してください。保証期間内に万一故障した場合は、保証書
記載内容にもとづいて修理いたします。保証期間後の修理については、販売店にご相談ください。
詳しくは、保証書をご覧ください。販売店による所定事項の記入がない場合、保証期間にかかわらず
有償にて修理または交換となります。
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第１章 
　概　要
　１-１  特　長

小型無停電電源装置（UPS）は、停電等の電源障害から電子機器を保護する装置です。
停電や不安定な電源状態は、予期せず起こります。このような電源障害は、重要なデータ
を破壊し、未保存の作業内容を喪失し、ハードウェアに損傷を与える可能性があります。
その結果何時間分もの生産財を消失し、高いリカバリ費用が発生してしまいます。このよ
うなリスクを回避するために、UPSは使用されます。

UPSの特長を紹介します。
・　本体背面のDIPスイッチと弊社ホームページにて掲載しております設定ツール（ソフト
ウェア）を使用してUPSの動作を設定できます。「第6章 設定」を参照のうえ、お客様
の環境に合わせて動作設定してからご使用ください。

・　DCスタート機能（バッテリ始動機能）により、UPSへの商用電源がない状態でも、
UPSを起動させて電力を供給させることができます。

・　3つの通信機能により外部機器からUPSの状態の確認と動作の制御をすることがで
きます。各通信機能の使用方法、使用上の設定については「第6章 設定」、「第8章 通
信」を参照して、お客様の環境に合わせた動作設定をしてからご使用ください。

　　①　USBポートによるデータ通信機能
　　　　Microsoft社Windows等のOSの電源管理機能に対応
　　②　COMMポートによるデータ通信機能
　　　　マネージメントソフトウェアでの電源管理に対応
　　③　COMMポートによる接点信号の通信機能

・ マネージメントソフトウェアはUPSと通信を行い、UPSの状態の表示、停電発生
時のシャットダウン等を行うコンピュータにInstallされるソフトウェアです。通常
UPSと通信を行うためには、COMMポートを使用します。
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第２章 
各部名称と機能
　２-１  UPS正面

図 ２-1　UPS-500UX（500ＶＡモデル）UPS正面（縦置き設置）

図 ２-2　UPS-750UX（750ＶＡモデル）UPS正面（縦置き設置）
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　２-2  UPS背面

図 ２-3　UPS-500UX（500ＶＡ）モデルUPS背面

表 ２-1　正面側の各部の名称
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図 ２-4　UPS-750UX（750ＶＡモデル）UPS背面

表 ２-2　背面側の名称

1

2

3
4
5
6
7

AC INPUT

FUSE

USB
COMM PORT
DIPスイッチ
AC OUTPUT
GND

プラグつき入力ケーブル
UPS-500UX（500VAモデル） 
UPS-750UX（750VAモデル） 
Type B
D-sub９（メス）
動作モード設定用（DIPスイッチの設定は「第6章 設定」をご参照ください）

UPS-500UX（500VAモデル）/UPS-750UX（750VAモデル）
グランド端子

20A ヒューズ
25A ヒューズ
外部との通信
外部との通信

5-15R x 4

No 名　称 機　能
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第３章 
　設　置
　３-１  機器の確認

梱包を開封後、付属品が全てそろっていることと、本体及び付属品に損傷がないことを確認
してください。梱包品は本取扱説明書の冒頭にリストがありますので、確認してください。
本体が運送中に損傷を受けたと思われる場合には、その時の梱包材と運送書類を保管の
上、お買い求めの販売店までご連絡ください。機器が損傷している状態で操作を行わな
いでください。

　３-２  設置する前に
UPSは屋内用に設計されています。設置する際は平坦で快適な場所を選んでください。
なお、特に以下のような場所への設置は避けてください。
・　屋外
・　直射日光のあたる場所
・　風雨の吹き込む場所
・　高温・多湿の所
　（バッテリの劣化防止を考慮し、周囲温度は10～25℃の範囲内に管理することをお
　 勧めします。）
・　強い振動や衝撃の加わる所
・　塩分や腐食性ガスの発生する所
・　換気口のない密封室内
・　傾いている（水平でない）所
・　無線機の近く（無線機にノイズが混入する場合があります。）
・　粉塵、埃の多い場所

UPSを設置するにあたっては、以下に従い周囲のスペースを確保してください。
CRTディスプレイに画面揺れなどの影響を与える場合がありますので、本装置から最低
30cm離して設置してください。
UPSを冷却するための換気スペースとして、吸気口（前面）と排気口（背面）に20cm以
上のスペースが必要です。また、保守作業は前後面で行います。それぞれ2m以上のス
ペースが必要です。

・ 装置前面のスリット、背面の通風孔冷却ファンをふさいだり、風通しの悪い場所で
のご使用は避けてください。
　装置内部および周囲の温度が定格使用外になる恐れがあります。

注　意
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図 ３-1　必要な換気スペース・保守スペース
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　３-３  UPSの設置
UPSは横置き、縦置きが可能となっております。前面を正面にして、平面の安定した場所
においてください。設置の方向は以下の図を参考にしてください。

３-３-１  横置き設置
UPSを横置きで設置する場合、付属品のゴム足を側面の貼付位置（凹部）に貼付けてく
ださい。

UPS-500UX（５００ＶＡモデル）

UPS-750UX（750ＶＡモデル）

図 ３-2　UPSの横置き設置時のゴム足貼付
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図 ３-3　UPS-500UX（５００ＶＡモデル）の横置き設置

UPS-500UX（５００ＶＡモデル）
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UPS-750UX（75０ＶＡモデル）

図 ３-4　UPS-750UX（75０ＶＡモデル）の横置き設置
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３-３-2  縦置き設置

図 ３-5　UPSの縦置き設置

UPS-500UX（500ＶＡモデル）

UPS-750UX（750ＶＡモデル）
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第4章 
　運　転
　4-１  操作

UPS の前面にはPOWERスイッチ　　とMUTEボタンがあります。

４-１-１  POWERスイッチ
POWERスイッチ　　を操作するためには透明のカバーを手前に持ち上げて、操作します。
POWERスイッチ　　はロック式のスイッチです。OFF状態では出力を停止します。また
ON状態では出力を開始します。
ただしPOWERスイッチ　　がON状態であっても、次のような場合は出力を停止して
いる場合があります。
・　マネージメントソフトウェア等をご使用で、ソフトウェアから出力の停止制御をされた
場合。

・　バッテリ運転時の放電終止電圧によるUPSの停止、または最大バックアップ継続時間
によるUPSの停止のあと、商用電源の供給が開始されていない場合

・　パワーダウンモードに移ったあとでPOWERスイッチ　　をONにした場合。
・　DIPスイッチの設定で「復電後に出力を自動投入しません」（「6-1-4 復電後の出力動
作の設定」をご参照ください。）と設定されている場合で、停電により出力停止に至っ
た場合。

等

UPS にはDCスタート（バッテリ始動）機能があります。これは商用電源が供給されてい
ないときにバッテリの電力から負荷機器に電力供給する機能です。交流電圧には周波数
（50Hzまたは60Hz）があり、ご使用の環境によって周波数が決まっています。UPSを
ご使用になる前に電源環境を確認いただき、「第6章 設定」を参照して、DCスタート時の
周波数の設定をしてください。ただし商用電源の電圧異常（正常でない電圧状態）では、
商用電源の周波数に従います。
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４-１-２  MUTEボタン
MUTEボタンはブザーを停止させるとき、または手動バッテリテストを実行させるときに使用
します。故障や停電等が発生し、ブザーが鳴動状態のときはMUTEボタンを0.5秒以上3秒未
満押下すると、ブザーが停止します。
故障等がない通常の運転状態のときにMUTEボタンを3秒以上押下すると、手動バッテリテ
ストを開始します。
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OPERATION LED 
状 態 備 考 

消灯 商用電源が異常 バッテリ運転モード 
点灯 商用電源が正常で、出力中 ライン運転 

0.5 秒間隔の点滅 UPS 停止前 パワーダウンモード 
1 秒間隔の点滅 商用電源が正常で、出力停止中 スタンバイモード 

商用電源が異常で、出力停止中 UPS オフモード 
2 秒間隔の点滅 

故障発生中で、出力停止中 UPS オフモード 
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OVERLOAD LED 
状 態 備 考 

点灯 負荷が定格オーバー 出力中のみ発生 
0.5 秒間隔の点滅 UPS 停止前 パワーダウンモード 

BATTERY LED
状 態 備 考 

消灯 フロート充電中  
バッテリ放電 バッテリ運転モード 

点灯 
バッテリ未接続  
急速充電中  

0.5 秒間隔の点滅 
UPS 停止前 パワーダウンモード 

1 秒間隔の点滅 バッテリテスト中  
サービスバッテリ  

2 秒間隔の点滅 
バッテリ低電圧  

断続 バッテリテスト失敗  

 

ALARM LED 
状 態 備 考 

点灯 故障発生中  
0.5 秒間隔の点滅 UPS 停止前 パワーダウンモード 
1 秒間隔の点滅 軽故障発生中  
2 秒間隔の点滅 商用電源異常で、出力停止中 UPS オフモード 

表 ５-2　OVERLOAD LED状態表示

表 ５-3　BATTERY LED状態表示

表 ５-4　ALARM LED状態表示
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Buzzer 状 態 備 考 

故障発生中  
過負荷（出力停止） UPS オフモード 
出力短絡  

連続鳴動 

バッテリ放電終止電圧による停止  
1 秒周期の鳴動 過負荷（出力中）  
2 秒周期の鳴動 バッテリ低電圧  

断続 商用電源異常  
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No 項目 OFF  ON 
① ブザー鳴動の設定 鳴動条件に従います 鳴動しません 
② DC スタート時の周波数の設定 50Hz 60Hz 
③ 自動バッテリテスト実行の設定 実行します 実行しません 
④ 復電後の出力動作の設定 有効 無効 
⑤ 商用電源異常の検出感度の設定 通常 高感度 
⑥ COMM PORT Pin3 の選択 RxD RSD 
⑦ OFF 固定 － － 
⑧ OFF 固定 － － 
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切換時間（ライン運転→バッテリ運転） 定格電圧 電圧低下レベル 
通常の停電検出 高感度の停電検出 

100V→0V 10msec 以内 10msec 以内 
100V→52V 20msec 以内 10msec 以内 
100V→73V 40msec 以内 10msec 以内 
100V→80V 100msec 以内 10msec 以内 

100V 

100V→85V 継続 継続 
110V→0V 10msec 以内 
110V→57V 20msec 以内 
110V→80V 40msec 以内 
110V→90V 100msec 以内 

110V 

110V→95V 継続 
120V→0V 10msec 以内 
120V→62V 20msec 以内 
120V→87V 40msec 以内 
120V→100V 100msec 以内 

120V 

120V→105V 継続 

表 ６-2　商用電源の電圧低下レベルと切替時間
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No 項目 
① ブザー鳴動 
② 定格電圧 
③ 商用電源電圧正常範囲 
④ 自動バッテリテスト実行周期 
⑤ リモートシャットダウン検出時間 
⑥ 最大バックアップ継続時間 
⑦ バッテリ運転時出力停止遅延時間 
⑧ 商用電源異常信号出力遅延時間 
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定格電圧 100V 110V 120V 

上限設定範囲 
（初期値） 

110V～117V 
（117V） 

120V～127V 
（127V） 

130V～137V 
（137V） 

下限設定範囲 
（初期値） 

80V～90V 
（80V） 

90V～100V 
（90V） 

100V～110V 
（100V） 
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UPS-500UX
（５００ＶＡモデル）

UPS-750UX
（750ＶＡモデル）
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500VA UPS

750VA UPS

UPS-500UX（500VAモデル）

UPS-750UX（750VAモデル）
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定格入力電圧

入力電圧範囲

定格入力周波数

入力ノイズフィルタ

入力電源ケーブル及びプラグ

出力電力

出力電圧精度（バッテリ運転時）

出力電圧歪率（バッテリ運転時）

出力コンセント

バッテリ運転切換え時間 ※

過負荷耐量

UPS期待寿命

外形寸法（W×D×H）

質量

UPS-500UX（500VAモデル）

UPS-750UX（750VAモデル）

UPS-500UX（500VAモデル）

UPS-750UX（750VAモデル）

UPS-500UX（500VAモデル）

UPS-750UX（750VAモデル）

ライン運転時/
バイパス運転時

バッテリ運転時

UPS-500UX（500VAモデル）

UPS-750UX（750VAモデル）

UPS-500UX（500VAモデル）

UPS-750UX（750VAモデル）

100V/110V/120V 

68－148V

81-116V （100V設定）: ライン運転/バイパス運転

91-126V （110V設定）: ライン運転/バイパス運転

101-136V（120V設定）: ライン運転/バイパス運転

50／60Hzで自動切換

バリスタ

バリスタおよびコモンモードラインフィルタ

5-15P

350W/500VA

525W/750VA

±5％以内

放電終止電圧でUPSの停止直前：25％以内

5-15R x 4　出力系統-1系統

5-15R x 4　出力系統-1系統

出力断あり

10msec以内、100%→0%の変動時

100msec以内、上記以外の電圧低下時

105～120%未満：180s

120%以上：10s

105～120%未満：10s

120%以上：100ｍs

107mm × 308mm × 162mm

93mm × 395mm × 250mm

5.6kg

9.7kg

７年（25℃の使用環境下）　ただしバッテリ除く

※ 「6-1-5 商用電源異常の検出感度の設定」で通常感度に設定されている場合。

表 ９-2　電気的特性

表 ９-3　期待寿命

表 ９-4　質量及び寸法（本体）
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表中のバックアップ時間は全て代表値です。実際の時間は使用環境（負荷条件、周囲温度、バッテリ使用回数、充電状態など）
により異なります。

使用温度

使用湿度

保存温度

保存湿度

動作高度

騒　　音 

安全規格

EMC

UPS-500UX

UPS-750UX

0℃～40℃（バッテリ最適温度；25℃）

25%～85%　無結露のこと

-15℃～50℃（ただし、25℃以上での保管は

バッテリの期待寿命が短くなります。）

10％～90％　無結露のこと

海抜 1,000mまで

40dBA以下

40dBA以下

UL1778　（4版）

CE準拠

VCCI / FCC  クラスB

CE準拠

バックアップ時間（分）

26

11

6

3.5

35.5

17

9.5

5

負荷条件（W）

87W

175W

262W

350W

131W

262W

393W

525W

装置容量

500VA/350W

750VA/525W

型  名

EXOF RBM-500C

EXOF RBM-750C

Littelfuse　314020　20A250VAC

Littelfuse　314025　25A250VAC

MUX5115-u9

品  名

UPS-500UX（500VA）

UPS-750UX（750VA）

UPS-500UX（500VA）

UPS-750UX（750VA）

通信ケーブル

バッテリ

ヒューズ

分  類

交換部品

オプション

 表 ９-5　環境及び安全性

表　９-6　バックアップ時間（100V出力時、新品時、25℃）

表 ９-7　アクセサリ・交換部品
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TEL.092-471-6721  FAX.092-471-8078

TEL.011-611-3450  FAX.011-716-8990
TEL.022-257-4638  FAX.022-257-4633
TEL.052-453-2031  FAX.052-453-2033
TEL.06-6395-5310  FAX.06-6395-5315

札幌営業所/〒060-0808 札幌市北区北八条西4-1-1 パストラルビルN8
仙台営業所/〒983-0851 仙台市宮城野区榴岡1 -6 -37宝栄仙台ビル
名古屋営業所/〒453-0015 名 古屋市中村区椿町 1 6 - 7カジヤマビル
大阪営業所/〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-1-45新大阪八千代ビル
福岡営業所/〒812-0012 福岡市博多区博多駅中央街8-20第2博多相互ビル

〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1 - 1 0 - 1 TEL.086-223-3311  FAX.086-223-5123
〒140-8566  東 京 都 品 川 区 南 大 井 6 - 5 - 8 TEL.03-5763-0011  FAX.03-5763-0033
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